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1. はじめに 

 
 音楽にまったく関わりがないという若者はどれだけいるだろうか。義務教育の中に音楽の授業

があることを考えるとそんな人は一人もいないというのが結論でいいだろう。強いていうなら深

く関わっている人のほうが多いのではないのだろうか。少なくともまったく音楽に興味がないと

いう人よりも好きなバンドやアーティスト、アイドルがいてという人のほうが多くいるのは確か

である。その好きなバンドやアーティストをもとに、「聴いている音楽でその人の性格に影響が

出る」・「聴いている音楽でその人の印象を決めてしまっている」そういう風に考えている場面が

ありはしないだろうか。例えば、西野カナを聴いている人は彼女の詞通りの恋愛観を持っている、

アニメソングを聴いている人は見た目も中身もオタクだ、バンドマンは前髪が長い、ベトナムポ

ップスを聴いている人は少し変な人だ、など。身の回りを見渡すだけでいくらでも例はあげられ

るだろう。音楽というものが人々に深く根付いているとしたら、好みの音楽が、個人のコミュニ

ケーション・相手の印象形成に関わっている可能性は高いといえるだろう。 

 「音楽ジャンルとコミュニケーションに関する一考察」では、支持しているジャンルとコミュ

ニケーションの関係についての研究を行っている。（永井、2014）結果として、支持している音

楽ジャンルによってコミュニケーションにおける意識に差が出ていることがわかった。結果を一

部抜粋したものが図表 1である。「ファッションを重視して友だちを選んでいる」の回答数が「ボ

カロ・同人」を好む人は他音楽ジャンルと比較しても非常に少ない。このことから「ボカロ・同

人」を好む人は他音楽ジャンルを好む人よりも友だちを選ぶ際にファッションを重視していない

ことがわかる。また、「親友に対して趣味や関心が近い」と回答した割合が「ボカロ・同人」を

好む人は 7割を超えているのにも関わらず、「J ポップ」を好む人は 6割程度の回答数であった。

加えて、「友だちをたくさん作るように心がけている」と回答している割合は「J ポップ」を好

む人が最も多い。このことから、Ｊポップを好む人は友だちを作る際に相手の趣味をさほど気に

していない可能性が出てくる。逆に「ボカロ・同人」を好む人は自分と趣味や関心が近しい人と

友だちになっている可能性が高い。以上の点から音楽ジャンルごとにコミュニケーションの意識

に差が生まれていることが結果としてあげられている。 

 

 
 
 
 



図表 1 支持している音楽ジャンルごとのコミュニケーション（永井、2014 より作成）

 

 
また、CD の売上低下から音楽産業が廃れていっているという声もある。確かに CD の売り上

げがガクンと落ちていっているのは紛れもない事実だ。しかしそれは音楽の聴き方が変わってい

るだけのことであり、音楽産業が廃れていっているわけではない。まず、CD が売れない理由の

大きな理由にダウンロード販売がある。たとえば、iTunes では 1 曲がシング 300 円程度で購入

できる。シングル CD の値段をだいたい 1000 円弱と考えれば、気軽に手軽に 1 曲を手に入れる

ことができるのだ。いまだに CD の購入を続けている人ももちろんいるが、この手軽さを考えれ

ば、ダウンロード販売に移行するユーザーはたくさんいるだろう。また、60 代以上は CD プレ

イヤーで聴く割合が 50%と半数以上を占めているが、20 代以下を見ると、CD プレイヤーの割

合は 9.2％と 10％未満で、Apple などのポータブルデジタルオーディオプレイヤーが 46.8%、ス

マートフォンが 52.5%である。（KOETOMO、2015）これらは CD の購入というアクションを

介入せずとも音楽を聴くことができ、若者の CD 購入離れが CD の売上低下に一役買っているこ

とがわかる。また、ライブやフェスの動員数・売上は増加の傾向にあるのだ。2015 年の音楽フ

ェス市場規模は 222 億円。前年比 2.1％と順調に成長しており、動員数については、234 万人と

前年比 20.2%増と大幅に上昇している。（ぴあ総研、2015）これらのことから、決して音楽産業

が廃れているわけではなく、多くのファンの支持をいまだに受けていることがわかる。 

また、CD の売り上げがいまだに低下していないアーティストもいる。そういわれて多くの現

代人が頭に浮かべるのは AKB グループではないだろうか。メンバーの総選挙の投票券や握手券

の封入も相まって CD の売上市場において毎回首位にランクインしている。2016 年度の CD シ

ングルランキングではトップ 10 に AKB48 が 4 枚、乃木坂 46 が 3 枚、嵐が 3 枚であった。仮

に CD の売上のみでアーティストに人気を決めるとするならばアイドルが人気を独占している

なんて受け取り方もできてしまうだろう。しかし実際には総選挙で自分の「推しメン」を上位に
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ランクインさせるために個人が何枚も購入しているケースが非常に多いようだ。ニュースでも

AKB 商法などと頻繁に取り上げられていることが多いため周知の事実であろう。他にも好きな

アニメのキャラの缶バッジをリュックや服に着けてライブに望むファンも最近ではよく目にす

る光景である。ファンの間ではグッズの大量購入が愛の強さを表しているといった意識があるら

しい。しかし残念ながら同 CD の複数購入も大量の缶バッジの装着も理解のない人からすれば、

異様な光景と捉えられることもあるだろう。 

音楽と人々の関わり方は少し前とは変わってきているといえるだろう。変わっていない部分も

あるが、やや特異ともいえるファンのあり方も目に付くようになってきた。現代の音楽市場を背

景に人々はどのような関わり方をし、それがどんな影響を及ぼしているのだろうか。支持する音

楽ジャンルとコミュニケーションに関係があることは一部の研究では明らかにされている。しか

しそもそも音楽と性格の研究自体の数が少ない。また、「ジャニオタが世間にどう思われている

か」などの特集はテレビ等でよくみかけるが、大々的に複数の音楽ジャンルへの印象を取り上げ

ている番組も研究も今まであまりなかったように思う。たとえば傍から見れば異様な光景に映っ

てしまうような特定のファンにはある種ステレオタイプのようなものが働いていてもおかしく

ないだろう。そこで「好みの音楽とコミュニケーション能力の関係」・「好みの音楽による印象形

成」の二点を大きな目的として本研究に取り組んだ。調査にあたり、次の 2 つの仮説を立てた。 

 

仮説 1 好みの音楽によってコミュニケーション能力に差が生まれている 

仮説 2 特定の音楽ジャンルを好む人に対して印象形成が行われている 

 

 
2. 調査方法 

 
 まず、予備調査を行った。後日、予備調査の結果を基にアンケートを修正し、本調査に取りか

かった。予備調査の時点で人気の文教大学での人気の音楽ジャンルを確定し、本調査の特定の音

楽ジャンルへの印象の調査項目にはそれらの音楽ジャンルを用いた。（J-POP、邦ロック、洋楽、

アイドル、アニメ）。また、本報告書では本調査の結果のみ表記している。 

 
2-1. 予備調査 

・調査対象者 

 文教大学の学生 31 名 

・調査日時 

 2016 年 7 月 

・調査手続き 

 文教大学のあるサークルに調査票による集合調査を実施 

 



・調査項目の概要 

 -好きな音楽ジャンル 

 -好きなアーティスト 

 -音楽のメッセージの影響 

 -特定の音楽ジャンルを好む人に対する印象 

（J-POP、邦ロック、洋楽、アイドル、アニメ） 

 -属性（学年、学部、性別） 

 
2-2. 本調査 

・調査対象者 

 文教大学の学生 240 名、回収数 216 名、 

有効回答数 160 名（74％）、男性 65 名・女性 93 名 

・調査日時 

 2016 年 11 月 

・調査手続き 

 文教大学の授業・ゼミに調査票による集合調査を実施 

・調査項目の概要 

  -好きな音楽ジャンル 

  -好きなアーティスト 

  -音楽のメッセージの影響 

  -音楽との関わり 

  -好みの曲の特性 

  -嫌いな音楽について 

  -特定の音楽ジャンルを好む人に対する印象（J-POP、邦ロック、洋楽、アイドル、アニメ） 

  -自身のコミュニケーション能力得点 

 -属性（学年、学部、性別） 

 
3. 結果 

 

3-1. 人気の音楽ジャンル・アーティスト 

 
人気の音楽ジャンルは、図表 2 の結果になった。上から順に J-POP（69.4％）、洋楽（42.5％）、

邦ロック（37.5％）、アニメ（26.3％）、同率でアイドル・K-POP（11.9％）となった。7 割近く

の学生がJ-POPを好きであると回答していることから多くの学生がJ-POPを支持していること

がわかる。また、人気の音楽ジャンルの学部の内訳が図表 3、各学部の何%が回答したのかの割

合が図表 4、性別の内訳が図表 5、各性別の何%が回答したのかの割合が図表 6 である。国際学



部の半分以上が洋楽を好きと回答しているが、情報学部では 3 割程度であった。国際交流の多

さや海外への意識の差からこのような結果になったとも考えられる。実は予備調査の段階では邦

ロック（50.0％）、洋楽（36.7％）だったのだが、本調査では序列が逆転した。回答者の国際学

部の割合が予備調査の際には約 2 割だったのに対し、本調査では約 6 割と増加したことが大き

く関係しているように考えられる。アニメソングの回答率も、情報学部 4 割程度と国際学部 1

割程度と顕著に差がみられた。情報学部の学生のほうがアニメーションなどのグラフィックにか

かわる機会や関心が多いことからこのような結果になったのだろうか。また、性別で差がもっと

もみられたのはアニメソングである。男性 3 割程度に対し、女性は 2 割程度であった。 

 

 
図表 2 人気の音楽ジャンル ※3 つまで複数回答可 

音楽ジャンル 回答数 全体の割合（％） 
J-POP 111 69.4 
邦ロック 60 37.5 
洋楽 68 42.5 
アイドル 19 11.9 
アニメ 42 26.3 
パンク 7 4.4 
同人音楽 7 4.4 
ヴィジュアル 3 1.9 
レゲエ 2 1.3 
演歌 3 1.9 
クラシック 11 6.9 
K-POP 19 11.9 
その他 10 6.3 
音楽に一切こだわりはない 6 3.8 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



図表 3 人気音楽ジャンルの学部内訳 

 

 
図表 4 学部内の人気音楽ジャンルの支持率 

 

 

図表 5 人気音楽ジャンルの性別内訳 

 
 

図表 6 性別ごとの人気音楽ジャンルの支持率 

 

0
20
40
60
80

J-POP 邦ロック 洋楽 アイドル アニメ

情報学部 国際学部

0%
20%
40%
60%
80%

100%

J-POP 邦ロック 洋楽 アイドル アニメ

情報学部 国際学部

0
20
40
60
80

J-POP 邦ロック 洋楽 アイドル アニメ

男性 女性

0%
20%
40%
60%
80%

100%

J-POP 邦ロック 洋楽 アイドル アニメ

男性 女性



 人気のアーティストの結果は図表 7 の通りである。上位 3 位は順に back number、ONE OK 

ROCK、RADWIMPS となった。興味深いのは人気ジャンルでは 3 位だった邦ロックをジャン

ルに含むアーティストが 1～3 位、7 位に 2 組、ランクインしていることである。これは「好き

なジャンルは J-POP だけど特定のアーティストといえば○○（邦ロックのアーティスト）」とい

う学生が多いということだろうか。あるいは邦ロックの人気上位のアーティストが J-POP とし

て認識されているのかもしれない。 

 また、RADWIMPS、星野源、UNISON SQUARE GARDEN は最近になってぐんと知名度が

上がったアーティストである。RADWIMPS は 2016 年に放映された映画「君の名は。」の劇中

の音楽から主題歌まで全ての音楽を手掛けた。映画自体は 2016 年の年間映画興行ランキングで

1 位を飾り、興行収入 235 億と日本国内の歴代総合興行収入ランキングでも現時点で 4 位であ

る（読売オンライン、2017）。また、星野源は 2016 年に放送されたドラマ「逃げるは恥だが役

に立つ」の主題歌および主演を務めた。ドラマのエンディングで彼自身も踊っている「恋ダンス」

の動画は 3 日で再生回数 280 万を超え、現在では 8000 万を超えている（YAHOO!ニュース、

2016）。方々で踊ってみた動画が上アップロードされており、ケネディ駐日大使も踊るなど、社

会現象といえるレベルまで人気になっている。UNISON SQUARE GARDEN は、2015 年に放

送されたアニメ「血界戦線」のエンディングテーマに使用されている「シュガーソングとビター

ステップ」を手掛けている。CD 発売後に各 CD ショップで売り切れが続出し、2015 年のアニ

ソンシングルダウンロードランキングでは 1 位を記録し、その後もロングヒットを続けている

（レーベルゲート、2015）。「この曲だけは知っている」「この曲から好きになった」という声も

多い。映画やドラマ、アニメのタイアップを通して爆発的に人気になるアーティストは少なくな

い。彼らはその例として近年で代表的な 3 組といえるだろう。 

 
図表 7 人気のアーティスト  

順位 回答数 アーティスト名 音楽ジャンル 
1 14 back number J-POP、邦ロック 
2 12 ONE OK ROCK 邦ロック 
3 9 RADWIMPS 邦ロック 
4 8 星野源 J-POP 
5 6 嵐 J-POP、アイドル 
6 5 Justin Bieber 洋ポップ、R&B 
7 4 AAA J-POP 
7 4 EXILE J-POP、R&B 
7 4 GreeeeN J-POP 
7 4 miwa J-POP、邦ロック 
7 4 UNISON SQUARE GARDEN 邦ロック 

 



3-2. 音楽の影響 

 音楽のメッセージの自身への影響の強さの回答結果は図表 8 の通りである。音楽のメッセー

ジの影響が「非常に大きい」と「大きい」と回答した学生を合算した割合はほぼ 8 割で、まっ

たくないと回答した割合は 3.8％のみで、大多数の学生が音楽から何かしらの影響を受けている

ことがわかる。また、影響を与えている場面についての回答結果は図表 9 の通りである。自分

のあり方が 65.0%と最も高かった。このことから音楽を聴くことで自身の性格や特徴に影響を

及ぼしている可能性が高く考えられる。次に多かったのは恋愛の 37.5%であった。前章で人気

のアーティスト 1 位だった back number は恋愛ソングを主に歌っているバンドである。また、

最近の J-POP の傾向として若者の恋愛を歌詞にしている歌が非常に多い。歌詞から自身の恋愛

観に影響を及ぼしていると推測できる。 

 
図表 8 音楽の影響の強さ 

 
 

図表 9 音楽のメッセージが影響を与える場面 
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3-3. 音楽への消費レベル 

 音楽フェスやライブにいく頻度の結果は図表 10 の通りであるは「頻繁にいく」と「たまにい

く」の回答数を合算したものは 38.2％と 4 割程度であった。「あまりいかない」と「まったくい

かない」の回答数を合算したものは 55.7％で半分以上の学生が実際にはライブに足を運んでい

るわけではないことがわかる。3-2 で音楽に強く影響を受けている学生が多いことがわかったが、

影響が強いからといって必ずしも会場に足を運ぶというわけではないようだ。年間で音楽関連に

消費する金額のレベルの回答結果が図表 11 である。「ほとんど使わない」学生が 38.8％と 4 割

程度である。しかし、1 万円以上消費している割合は 3 割程度おり、学生それぞれ音楽関連で消

費する頻度はまちまちであった。ライブにいく頻度同様に、影響が強いからと言って多大な金額

を消費するというわけではないのかもしれない。また、これらの項目を相関分析したところ、

1%水準で有意であり、相関係数.627 で強い正の相関があり、頻繁にいく人ほど、音楽関連にお

金を消費していることがわかる。 

 
図表 10 音楽フェスやライブにいく頻度 

 
図表 11 年間、音楽関連で消費する金額 
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3-4. 嫌いな音楽 

 嫌いな音楽があるかについて 5 段階評定して、どちらかといえばあるとある、どちらかとい

えばないとないをそれぞれ合算した結果が図表 12 である。嫌いな音楽がある人とない人はほと

んど半分に分かれたといえるだろう。また、嫌いな音楽を自由記述で回答を得たところ、J-POP

のアーティストが多く挙げられていた。「アイドル」が嫌いという回答が 11 あった。また、恋

愛ソングをメインに歌っている西野カナや加藤ミリヤなどを特定に嫌っている学生もみられた。

3-1 で J-POP を好きな割合が 7 割と高いことがわかったが、必ずしも万人受けするというわけ

ではないようだ。一方でロックなどの激しめの音楽が嫌いという回答もあった。 

 
図表 12 嫌いな音楽の有無 

 
 
 
3-5. 好きな曲の特徴・音楽の広さや深さ 

 好きな曲の傾向や、自身の好きな音楽の広さや深さの結果をグラフにしたものが図表 13 であ

る。真ん中の値はどちらでもないという回答である。全体的な傾向として、「明るい曲が好き」

「速い曲が好き」という学生が多いことがわかる。また音楽の幅が広いと回答した割合は半分以

上で、好きな音楽を熱心に追及している割合も 65.3%と多くの学生が音楽に意欲的にかかわっ

ていることがわかる。 
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図表 13 好きな曲の特徴、音楽に広さ・深さ 

 
明るい曲が好き                         暗い曲が好き 

 
 

速い曲が好き                          遅い曲が好き 
 
 

音楽の幅は広い                         音楽の幅は狭い 
 
 

好きな音楽を 好きな音楽を 
熱心に追及する                          熱心に追及しな

い 
 
 

また、好きな音楽ジャンルにより音楽との関わり方に違いがあるかどうかを検討した。分析は

各項目の合計の平均値を比較し、t 検定で有意差検定を行った。結果は図表 14 の通りである。

好きな音楽ジャンルと音楽との関わり方において、最も差がみられた項目が多かったのは邦ロッ

クを好む学生であった。有意差が見られたのは「音楽の影響が大きい」「頻繁にライブにいく」

「年間音楽関連に消費する金額」「明るい曲が好き」「音楽の幅が広い」であった。邦ロックを好

む学生は頻繁にライブに行き、お金をはたいていることがわかる。また、洋楽を好む学生は、「頻

繁にライブにいく」の平均値は 2.40（洋楽を好まない学生は 2.75）、「年間音楽関連に消費する

金額」の平均値は 2.09（2.64）であった。洋楽のアーティストが国内にあまりいないことから

この差になったのかもしれない。いずれにせよ、洋楽を好む学生はあまり、頻繁にライブに行か

ず、お金を消費していないことが分かった。また、最も音楽関連で消費する金額が大きいのはア

イドルソングを好む学生であった。他の学生との平均値の差は 0.74 と全項目の中でも最も大き

い。 

 
 
 
 
 
 
 
 

65.3%

53.2%

51.9%

58.1%

18.2%

14.4%

35.6%

27.5%

16.5%

32.4%

12.5%

14.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%



図表 14 各音楽ジャンルを好む学生と音楽との関わり方の平均値の差 

 J-POP 邦ロック 洋楽 アイドル アニメ 

 度

数 
平

均

値 

度

数 
平 均

値 
度

数 
平 均

値 
度

数 
平 均

値 
度

数 
平

均

値 
音楽の影響大きい 1 110 3.03 60 3.28* 68 3.09 19 3.32 42 3.14 

0 49 3.22 100 2.97* 92 3.09 141 3.06 118 3.07 
ライブやフェスに

頻繁に行く 
1 110 2.52 60 2.90* 68 2.40 19 2.95 42 2.48 
0 49 2.82 100 2.42* 92 2.75 141 2.55 118 2.64 

年間、音楽関連で 
消費する金額 

1 109 2.30 60 2.75* 68 2.09* 19 3.05* 42 2.74 
0 49 2.65 99 2.19* 91 2.64* 140 2.31* 117 2.28 

明るい曲が好き 1 110 3.86 60 3.50* 68 3.85 19 3.84 42 3.60 
0 49 3.61 100 3.95* 92 3.73 141 3.77 118 3.85 

速い曲が好き 1 110 3.55 60 3.63 68 3.62 19 3.58 42 3.79 
0 49 3.86 100 3.65 92 3.66 141 3.65 118 3.59 

恋愛ソングを聴く 1 110 3.24 60 3.25 68 3.15 19 3.47 42 2.90 
0 49 2.98 100 3.11 92 3.17 141 3.12 118 3.25 

音楽の幅が広い 1 110 3.24 60 3.62* 68 3.47 19 2.68* 42 3.14 
0 49 3.41 100 3.10* 92 3.16 141 3.38* 118 3.35 

好きな音楽を熱心

に追及する 
1 110 3.76 60 3.93 68 3.66 18 4.00 41 3.80 
0 48 3.69 99 3.62 91 3.79 141 3.70 118 3.71 

嫌いな音楽がある 1 110 2.97 60 3.17 68 3.04 19 2.95 42 3.07 
0 49 3.08 100 2.92 92 2.99 141 3.02 118 2.99 

※1 が好きと回答した人、0 が回答しなかった人 項目の得点は 1～5 

 *は有意確率 5%未満で有意だったもの 

 
3-6. 好きな音楽ジャンルとコミュニケーション能力得点の関係 

好きな音楽ジャンルによりコミュニケーション能力に違いがあるかどうかを検討した。分析は

ジャンルごとにコミュニケーション能力に関する回答（自己統制、表現力、読解力、自己主張、

他者受容、関係調整）の合計の平均値を比較し、ｔ検定で有意差検定を行った。結果は図表 15

の通りである。（※好きな音楽ジャンルには人気の高かった J-POP、邦ロック、洋楽、アイドル、

アニメを選んだ人を 1、選んでない人を 0 と集計した。）コミュニケーション能力と有意差がみ

られたのは「J-POP」と「関係調整」のみで、t=2.30、df=155、p<.05（J-POP を好きと回答し

た人の平均値が 7.75、回答しなかった人の平均値が 7.11、満点は 10）J-POP を好む人はコミュ

ニケーションにおいて、関係調整を行う傾向にあると考えられる。しかし、他のコミュニケーシ



ョン能力においてはいずれも有意差が見られなかったため、本研究では好みの音楽ジャンルとコ

ミュニケーション能力の関係を見出すことができなかった。よって仮説 1「好みの音楽によって

コミュニケーション能力に差が生まれている」は支持されなかった。 

 
図表 15 好きな音楽ジャンルとコミュニケーション能力得点 

 J-POP 邦ロック 洋楽 アイドル アニメ 

 度

数 
平 均

値 
度

数 
平 均

値 
度

数 
平 均

値 
度

数 
平 均

値 
度

数 
平 均

値 
自己統制 1 110 6.89 59 6.88 67 7.10 19 7.11 41 6.93 

0 47 7.11 99 7.01 91 6.86 139 6.94 117 6.97 
表現力 1 109 6.01 58 5.69 67 6.04 19 6.32 40 6.18 

0 47 5.81 99 6.13 90 5.91 138 5.92 117 5.90 
読解力 1 110 7.56 59 7.34 67 7.69 19 7.32 41 7.20 

0 47 7.40 99 7.65 91 7.42 139 7.56 117 7.65 
自己主張 1 110 6.40 59 6.17 67 6.63 19 6.58 41 6.68 

0 47 6.43 99 6.58 91 6.27 139 6.40 117 6.33 
他者受容 1 110 7.57 59 7.68 67 7.70 19 7.47 41 7.51 

0 47 7.62 99 7.55 91 7.52 139 7.61 117 7.62 
関係調整 1 110 7.75* 59 7.54 67 7.48 19 7.68 41 7.56 

0 47 7.11* 99 7.58 91 7.63 139 7.55 117 7.56 
※1 が好きと回答した人、0 が回答しなかった人 

*は有意確率 5%未満で有意だったもの 

 
3-7. 各音楽ジャンルを好む人への印象 

 各音楽ジャンルを好む人への印象の結果が図表 16 である。「コミュニケーション能力」4 問、

「こだわり・排他的」2 問、「恋愛得意度」2 問の印象を調査したもので、それぞれの項目に信

頼性分析を行ったところ、コミュニケーション能力はα係数.823、恋愛得意度はα係数.925 と

まとまりがよいといえる。こだわり・排他的はα係数.498 であまりまとまりがよくなかった。

分析は一元配置分散分析を行って各印章得点を比較した。全項目有意確率 1%未満でいずれの項

目も有意な結果となった。アイドルソングを好む人とアニメソングを好む人の印象はほぼ全ての

値の高低が同程度であることから類似性が高いといえる。J-POP を好む人と洋楽を好む人の印

象はこだわり・排他的の点を除けば類似性があり、コミュニケーション能力、恋愛得意度も高い

といえる。しかし、J-POP を好む人のこだわりの強さへの印象は他ジャンルが 3.88 以上と高い

数値なのにも関わらず、3.06 と非常に平均的であった。いずれの項目にも有意差がみられたこ

とから仮説 2 の「特定の音楽ジャンルを好む人に対して印象形成が行われている」は支持され



たといえる。 

  
図表 16 各音楽ジャンルを好む人への印象 

 
J-POP 邦ロック 洋楽 

アイ

ドル 
アニメ 合計 

F df 有意

確率 

 

コミュニケーシ

ョン能力が高い 
3.48 2.99 3.70 2.58 2.23 3.00 

53.04 774 ** 

協調性がある 3.46 2.76 3.42 2.79 2.53 3.00 24.98 775 ** 
聞き上手だ 3.22 2.72 3.36 2.66 2.53 2.90 20.98 773 ** 
話すのがうまい 3.30 2.86 3.47 2.73 2.41 2.96 27.10 775 ** 
こだわりが強い 3.06 3.98 3.88 3.96 4.03 3.78 22.72 775 ** 
排他的だ 2.82 3.32 3.07 3.08 3.10 3.08 4.44 775 ** 
恋愛経験が多い 3.23 2.92 3.46 2.32 2.09 2.81 55.11 775 ** 
恋愛が得意だ 3.09 2.85 3.37 2.27 1.99 2.72 49.70 775 ** 
 
全体的な印象をまとめると、以下の通りである。 

J-POP 

全体的にコミュニケーション能力が高く、こだわりは低く、排他傾向にない。 

恋愛はやや得意。 

邦ロック 

全体的なコミュニケーション能力、恋愛能力はやや低め。 

こだわりは強めで最も排他的である。 

洋楽 

全体的なコミュニケーション能力が最も高く、こだわりが強い。 

恋愛能力も最も高い。 

アイドルソング 

全体的にコミュニケーション能力がやや低めでこだわりは強い。 

 恋愛能力は低い。 

アニメソング 

全体的なコミュニケーション能力、恋愛能力が最も低い。 

こだわりは最も高い。 

 

 
また、自分の好きな音楽ジャンルかそうでないかで印象に差ができているか確かめるため、各



音楽ジャンルを好む学生とそうでない学生とでグループ分けをした。各音楽ジャンルへの印象に

関する回答の合計の平均値を比較し、t 検定で有意差検定を行った。結果は図表の 17 の通りで

ある。有意差がみられたのは「アイドルソング」・「アニメソング」と「協調性がある」、「アニメ

ソング」と「聞き上手だ」である。どちらも自分の好きな音楽ジャンルへの印象として、他の人

と比較して協調性があると感じていることがわかる。また、「アニメソング」と「こだわりが強

い」・「排他的だ」で最も有意差がみられたのが興味深い。アニメソングを聴いている人は聴いて

ない人が思っている以上にこだわりが強く、排他的であるということだろうか。 

 

 
図表 17 自分の好きな音楽ジャンルとそうでない人の印象の差 

 J-POP 邦ロック 洋楽 アイドル 
ソング 

アニメ 
ソング 

 度

数 
平 均

値 
度

数 
平 均

値 
度

数 
平 均

値 
度

数 
平 均

値 
度

数 
平 均

値 
コミュニケーシ

ョン能力が高い 

1 110 3.50 59 2.90 68 3.81 19 2.84 41 2.10 
0 47 3.45 96 3.05 88 3.61 136 2.54 111 2.28 

協調性がある 
1 111 3.57* 59 2.88 68 3.46 19 3.42* 41 2.90* 
0 47 3.21* 96 2.69 88 3.40 136 2.71* 111 2.40* 

聞き上手だ 
1 111 3.30 59 2.78 68 3.29 19 3.05 41 2.88* 
0 47 3.02 95 2.68 87 3.41 136 2.60 111 2.41* 

話すのがうまい 
1 111 3.37 59 2.83 68 3.60 19 2.63 41 2.24 
0 47 3.13 96 2.88 88 3.36 136 2.74 111 2.47 

こだわりが強い 
1 111 3.05 59 4.14 68 3.93 19 4.16 41 4.51** 
0 47 3.06 96 3.89 88 3.84 136 3.93 111 3.85** 

排他的だ 
1 111 2.82 59 3.22 68 3.01 19 3.21 41 3.46* 
0 47 2.83 96 3.38 88 3.11 136 3.07 111 2.96* 

恋愛経験が多い 
1 111 3.25 59 2.98 68 3.51 19 2.16 41 1.93 
0 47 3.19 96 2.88 88 3.42 136 2.34 111 2.14 

恋愛が得意だ 
1 111 3.09 59 2.93 68 3.47 19 2.32 41 1.88 
0 47 3.09 96 2.80 88 3.28 136 2.26 111 2.04 

※1 がそのジャンルを好きと回答した人、0 が回答しなかった人 項目の得点は 1～5 

 *は有意確率 5%未満、**が有意確率 1%未満で有意だったもの 

 
 
 
 



3-9. 学部や性別による結果の差 

 学部や性別によってそれぞれの結果に差が出ていることがわかった。今回の調査は情報学部

70 名、国際学部 88 名、男性 65 名、女性 93 名が調査対象である。（双方とも欠損値は 2） 

 まず、音楽との関わり方である。音楽の影響の大きさでは情報学部 2.91 に対し、国際学部 3.23

と国際学部のほうが音楽の影響を強く受けている傾向にある。頻繁にライブやフェスに行くかと

いう質問に対しての平均値は情報学部 2.34、国際学部 2.81 と国際学部のほうがライブに行く頻

度が高い傾向にあることがわかる。最も差が見られたのは恋愛ソングを聴くかという質問である。

情報学部 2.91、国際学部 3.41 と国際学部の方が恋愛ソングを聴く傾向にあることがわかる。性

別による差がみられたものもあった。ライブやフェスに行くかについては男性 2.42、女性 2.73

と女性の方がライブに行く頻度が高い傾向にある。恋愛ソングを聴くかについての質問に対して

は男性 2.92、女性 3.38 と女性のほうが恋愛ソングを聴く傾向にある。 

 次に各音楽ジャンルを好む人への印象についてである。学部の差が顕著にみられたのは洋楽を

好む人へのコミュニケーション能力である。情報学部は 3.33、国際学部は 3.66 と、情報学部よ

りも国際学部の方が洋楽を好む学生への印象が高いことがわかる。また、学部よりも性差のほう

が多くみることができた。コミュニケーション能力の得点が、邦楽は男性 3.03、女性 2.69、ア

ニメは男性 2.63、女性 2.29 であった。このことから男性よりも女性の方が邦ロック・アニメを

好む人へのコミュニケーション能力を低く見ていることがわかる。恋愛得意度について、洋楽は

男性 3.23、女性 3.57 と女性の方が洋楽を好んでいる人が恋愛を得意だと評価していることが分

かる。アニメは男性 2.34、女性 1.83 と女性の方がアニメを好んでいる人が恋愛を苦手だと評価

していることが分かる。これらの結果を考えると男性よりも女性のほうが好みの音楽による印象

形成を行っていると考えられる。 

 
4. まとめ 

 

 本研究では仮説 1「好みの音楽によってコミュニケーション能力に差が生まれている」は支持

されなかったが、仮説 2「特定の音楽ジャンルを好む人に対して印象形成が行われている」は支

持された。J-POP、洋楽を好む人のコミュニケーション能力は高く、アイドルソング・アニメソ

ングを好む人のコミュニケーション能力は低いなどとわかりやすく差が出たものが多かった。学

部によって各音楽ジャンルを好む人への印象に差が生まれていたことを踏まえると、今までの経

験や思想が印象形成に関わっているということも考えられる。 

仮説 1 が支持されなかったのにはジャンル分けがあまり細かくなかったことに要因があると

も考えられる。一口に J-POP、邦ロック等というもののその中にはさらに細かく分類がされて

おり、それらを細分化して研究に取り組むことで結果が変わっていくのかもしれない。（たとえ

ば、現代の恋愛観を歌っているとされる西野カナや back number、邦ロックの中でもテレビ出

演が多いものと少ないものとわけるなど。）また、各音楽ジャンルをよくわかっていない回答者

がいたことを考えると、調査票にジャンルの例として具体的な名前を記すのも一つの手かもしれ



ない。 

いずれにせよこの分野の研究はもっと追及されていくべきものである。永井（2014）の研究

で音楽とコミュニケーションとの関係が明らかにされたように、音楽と性格形成の関係が見出さ

れたりしていくこともあるかもしれない。また、ファンクラブに入っている人ごとで結果に差が

出たりしても面白いだろう。今後のこのような研究は、ジャンルの細分化、特定のアーティスト

に焦点をしぼるなどしていくことでより深い研究になっていくのではないだろうか。 
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6 8 22 10 15  

7

 

8  
 

 

Q1. 33
 

1 J 69.4% 2 37.5% 3 42.5% 4 11.9%
5 26.3% 6 4.4% 7 4.4% 8 1.9%  
9 1.3% 10 1.9% 11 6.9% 12 K 11.9%  
13  6.3% 14 3.8% 

 
Q2. 3  

   
 
Q3.  

1 33.1% 2 46.3% 3 16.9%  
4 Q5  3.8% 

Q4.  
1 28.1% 2 37.5% 3 13.1% 4 65.0% 
5 4.4% 

 
Q5.  

1 6.9% 2 31.3% 3 6.3% 
4 26.3% 5 29.4%  

 
Q6. CD DVD  

1 38.8%       2 5,000 16.3%  
3 5,000 10,000 15.6% 4 10,000 50,000 23.1% 
5 50,000 5.6% 

 
Q7.  

1 35.6%           2 22.5%  
3 12.1%  4 12.1%  
5 1.3% 

 
Q8.  

1 26.9%           2 25.0%  
3 35.6% 4 10.6% 
5 1.9% 

 



Q9.  
1 7.5% 2 35.6% 3 29.4% 
4 20.6% 5 6.9% 

 
 
 
Q10.  

1 21.3% 2 31.9% 3 14.4% 
4 20.0%  5 12.5% 

 
Q11.  

1 31.9% 2 33.8% 3 18.1% 
4 9.4%  5 6.9% 

Q12.  
1 5.6%  2 41.3% 3 10.6% 
4 33.8% 5 8.8%  

 
Q13.  
 

 
 
QQ14 Q18  

 
 
Q14. JJ  

5 1  
1 3.48 5 4 3 2 1 
2 3.46 5 4 3 2 1 
3 3.22 5 4 3 2 1 
4 3.30 5 4 3 2 1 
5 3.06 5 4 3 2 1 
6 2.82 5 4 3 2 1 
7 3.23 5 4 3 2 1 
8 3.09 5 4 3 2 1 

 

Q15. JJ  
5 1  

1 2.99 5 4 3 2 1 
2 2.76 5 4 3 2 1 
3 2.72 5 4 3 2 1 
4 2.72 5 4 3 2 1 
5 2.86 5 4 3 2 1 
6 3.98 5 4 3 2 1 
7 2.92 5 4 3 2 1 
8 2.85 5 4 3 2 1 

 
 
Q16.  

5 1  
1 3.70 5 4 3 2 1 
2 3.42 5 4 3 2 1 
3 3.36 5 4 3 2 1 
4 3.47 5 4 3 2 1 
5 3.88 5 4 3 2 1 
6 3.07 5 4 3 2 1 
7 3.46 5 4 3 2 1 
8 3.37 5 4 3 2 1 

 
Q17. 

5 1  
1 2.58 5 4 3 2 1 
2 2.79 5 4 3 2 1 
3 2.66 5 4 3 2 1 
4 2.73 5 4 3 2 1 
5 3.96 5 4 3 2 1 
6 3.08 5 4 3 2 1 
7 2.32 5 4 3 2 1 
8 2.27 5 4 3 2 1 

 
Q18. 



 
5 1  

1 2.23 5 4 3 2 1 
2 2.53 5 4 3 2 1 
3 2.53 5 4 3 2 1 
4 2.41 5 4 3 2 1 
5 4.03 5 4 3 2 1 
6 3.10 5 4 3 2 1 
7 2.09 5 4 3 2 1 
8 1.99 5 4 3 2 1 

 
 
Q19.  

5 1  
1 3.46 5 4 3 2 1 
2 3.51 5 4 3 2 1 
3 3.39 5 4 3 2 1 
4 2.75 5 4 3 2 1 
5 2.87 5 4 3 2 1 
6 3.09 5 4 3 2 1 
7 3.66 5 4 3 2 1 
8 3.35 5 4 3 2 1 
9 3.68 5 4 3 2 1 
10 3.85 5 4 3 2 1 
11 3.68 5 4 3 2 1 
12 2.94 5 4 3 2 1 
13 3.75 5 4 3 2 1 
14 3.85 5 4 3 2 1 
15 3.82 5 4 3 2 1 
16 2.79 5 4 3 2 1 
17 3.93 5 4 3 2 1 
18 3.63 5 4 3 2 1 
19 3.50 5 4 3 2 1 
20 2.92 5 4 3 2 1 

 

Q20.  
1 1 18.8% 2 2 56.9% 3 3 10.6% 4 4 12.5% 

 
Q21.  

1 43.8% 2 55.0% 3 0% 4 0% 
 
Q22.  

1 40.6% 2 58.1% 
 

 
 
 
 


